





















Exhibiting Japanese Art in 1953 and Cold War Politics
SHIMURA Shoko
　　1953, just a year after Japan regained sovereignty following the Allied Occupation, the “Exhibition of 
Japanese Painting and Sculpture” (Nihon Kobijutsu Tenrankai) traveled to five prominent American museums, 
including the National Gallery of Art in Washington D.C., the Metropolitan Museum of Art in New York, the 
Seattle Art Museum, the Art Institute of Chicago, and the Museum of Fine Arts, Boston. This was a major, high-
quality international exhibition that included sixty-nine national treasures and important cultural properties 
out of the ninety-one total exhibited works. The Commission for Protection of Cultural Properties of Japan, an 
external bureau of the Department of Education, sponsored the exhibition in conjunction with the five hosting 
museums, and evidence suggests that discussions of plans for such an exhibition were already underway as early 
as 1949. This essay argues that the deployment of the exhibition as a symbol of good will between nations and its 
favorable reception in the United States, particularly the critical distinction American reviewers made between 
Japanese art and Chinese art, reveals an important aspect of U.S.-Japan Cold War diplomatic relations and efforts 
to contain communism.
Keywords: Exhibition of Japanese Painting and Sculpture in 1953, Cold War, Cultural Exchange Between Japan 








































































































































































































































































































































































































































































































































































る。Exhibition of Japanese Painting and Sculpture,	



















ついては請求番号にて記す）Letter from Henderson 
to Nugent, June 15, 1949.	
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（図１）Chicago Daily Tribune, Sep.24, 1953




番号 作者名 作品名 所蔵 現在の所蔵 指定 現在の指定
1 帝釈天（十二天像のうち） 西大寺 重文 国宝
2 無量力吼像 有志八幡講十八箇院 重文 国宝
3 不動明王像 曼殊院 重文 国宝
4
円仁像（聖徳太子および天台高
僧像のうち） 一乗寺 重文 国宝
5 勤操僧正像 普門院 重文 国宝
6 釈迦如来像 神護寺 国宝
7 降三世明王 教王護国寺 国宝
8 千手観音像 東京国立博物館 重文 国宝
9 阿弥陀浄土曼荼羅図 文化財保護委員会 奈良国立博物館 重文
10 大威徳明王像 根津美術館 重文
11 阿弥陀二十五菩薩来迎図 興福院 重文
12 山越阿弥陀図・地獄極楽図 金戒光明寺 重文
13 二河白道図 村山長挙 香雪美術館 重文
14 稚児大師像 村山長挙 香雪美術館 重文
15 玄奘三蔵像 東京国立博物館 重文
16 信海 不動明王像 醍醐寺 重文
17 伝明兆 五百羅漢図 東福寺 重文
18 伝弘法大師 絵因果経 上品蓮台寺 重文 国宝
19 鳥獣人物戯画（第一巻） 高山寺 国宝
20 判大納言絵巻（第一巻） 酒井忠博 出光美術館 国宝
21 地獄草紙 文化財保護委員会 奈良国立博物館 重文 国宝
22 北野天神縁起 北野天満宮 重文 国宝
23 平治物語絵巻（六波羅行幸巻） 東京国立博物館 重文 国宝
24 天狗草紙 中村庸一郎 個人蔵 重文
25 円伊 一遍上人絵伝（第七巻） 東京国立博物館 国宝
26 西行物語絵巻 大原総一郎 不明 重文
27 扇面法華経冊子 四天王寺 国宝
28 観普賢経冊子 高梨仁三郎 五島美術館 重文
29 山水屛風 神護寺 重文 国宝
30 伝源頼朝像 神護寺 国宝
31 小大君（三十六歌仙切） 大和文華館 重文
32 明恵上人像 高山寺 重文 国宝
33 可翁 寒山図 長尾美術館 個人蔵 重文 国宝
34 良全 白鷺図 浅野武長 個人蔵 重文
35 黙庵 布袋図 住友吉左衛門 泉屋博古館 重文
36 渓陰小築図 金地院 国宝
37 三益斎図 静嘉堂文庫 重文
38 伝周文 竹林読書図 東京国立博物館 重文 国宝
39 霊彩 寒山図 原寿江 五島美術館 重文
40 文清 維摩居士像 大和文華館 重文
41 雪舟 秋冬山水図 東京国立博物館 重文 国宝
42 雪舟 天橋立図 山内豊景 京都国立博物館 国宝
43 伝雪舟 花鳥図屏風 小坂順造 京都国立博物館 重文
44 祥啓 瀟湘八景図 白鶴美術館 重文
45 狩野元信 山水図 金地院 重文
46 伝狩野元信 山水花鳥図 霊雲院 重文
47 雪村 松鷹図 東京国立博物館 重文
48 雪村 風濤図 野村文英 野村美術館 重文
49 日月山水図屏風 金剛寺 重文
50 調馬図屏風 醍醐寺 重文
51 南蛮屏風 宮内庁 御物
52 海北友松 花卉図 妙心寺 重文
53 長谷川等伯 猿猴竹林図 相国寺 重文
54 松に草花図屏風 智積院 国宝
55 牡丹図（宸殿牡丹間） 大覚寺 重文
56 名古屋城本丸御殿障壁画 名古屋城 重文
57 狩野探幽 名古屋城本丸御殿障壁画 名古屋城 重文
58 宮本武蔵 枯木鳴鵙図 長尾美術館 和泉市久保惣記念美術館 重文
59 俵屋宗達 風神雷神図屏風 建仁寺 国宝
60
本阿弥光悦・
俵屋宗達 四季草花下絵古今集和歌巻 畠山一清 畠山記念館 重文
61 俵屋宗達 山帰来図 川合玉堂 東京国立博物館







64 酒井抱一 四季花鳥図巻 東京国立博物館









64 酒井抱一 四季花鳥図巻 東京国立博物館
65 浦上玉堂 山水図（煙霞帖） 梅沢彦太郎 梅沢記念館 重美 重文
66 池大雅 楼閣山水図 東京国立博物館 重文 国宝
67 青木木米 兎道朝暾図 大原総一郎 個人蔵 重文
68 渡辺華山 市河米庵像 片倉五郎 京都国立博物館 重文
69 円山応挙 雪松図屏風 三井高公 三井記念美術館 国宝
70 円山応挙 花鳥写生図 西村総左衛門 千総 重文
71 舞踊図屏風 京都市 重美 重文
72 縄暖簾図屏風 原邦造 アルカンシェール美術財団 重美 重文
73 湯女図 岡田茂吉 MOA美術館 重美 重文
74 菱川師宣 見返り美人図 東京国立博物館
75 懐月堂安度 遊女立姿図 東京国立博物館
76 宮川長春 風俗図巻 東京国立博物館
77 宮川長春 美人図 大和文華館 重美
78 銅造弥勒菩薩半跏像 東京国立博物館 重文
79 銅造阿弥陀三尊像 東京国立博物館 重文
80 銅造菩薩半跏像 東京国立博物館 重文
81 銅造菩薩立像 東京国立博物館 重文
82 銅造菩薩半跏像 東京国立博物館 重文
83 銅造観音菩薩立像 東京国立博物館 重文
84 木造普賢菩薩立像 法隆寺 重文
85 銅造聖観音立像 鶴林寺 重文
86 木造衆宝王菩薩立像 唐招提寺 重文
87 乾漆薬師如来坐像 神護寺 重文
88 木造天燈鬼龍燈鬼立像 興福寺 重文 国宝
89 木造伎楽面 東大寺 重文




・文化財保護委員会編・発行『アメリカ巡廻日本古美術展覧会報告書』（1954年），英文カタログ Exhibition of Japanese Painting and
Sculpture（ Washington, D. C. : H.K. Press, 1953），久保いくこ「矢代幸雄とアメリカ巡回日本古美術展覧会（一九五三年）」（『近代画説』第
12号　2003年12月　96−114頁）を参考に作成した。
・「作品名」は現在の名称に改めた。
・「現在の所蔵」，「現在の指定」は，変更のあった作品のみを記した（2015年現在）。
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